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歴史家としてのゴンクール兄弟  
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歴史家は過去の語り手であり，小説家は現在の語り手である。（柑64．10．24）  




ない男がね。けっこう！ これだけのことをしておいて…未来においてひとか  
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特異な生涯を紹介するとともに，二人の文学者としての活躍をながめてみよ   
う。  
兄エドモンEdmond－Louis－Antoine HUROT de GONCOURT ほ1822年  
ロレーヌ州のナンシーに生まれた。ワーテルローの戦いから7年，大革命，ナ  
ポレオン戦争と続く動乱の余煙おさまらぬ時代である。翌年一家はパリに移り，  
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く力もなくわたしの手と弟り手を握らせた母の姿が日に浮かぶ」（92．3．18）。   
翌年ジュールがバカロレアに通ると，哀れな母の不安は現実になった。ジュ  
ールは親友のバッシイ宛の手紙に書いている。「ばくの決心ほ固い，誓いも，忠  
告も，二満腔の友情を捧げるきみですら，なにもばくの決意を変えられないだろ   
う。不適当だが使いふるされた表現を借りれば，ぼくはなにもしないだろう…  
ばくにはなんの野心もない。奇妙だがそのとおりなんだ。たとえこの世で最高  















シ畠－ル A．Scholl，バソヴィルT．Banville などが寄稿し，ガヴァルニ  









事が風俗壊乱の罪で起訴された。法廷では罪を免れたものの，この筆禍事件に   
嫌気がさした彼らは，事業から手を引き，新聞は廃刊になり，兄弟はこの社会  














ヌなど多くの賛同者をえて，新しい文芸思潮，写実主義の基礎を確立した。   
いくぷん椰検をこめた渾名で，兄弟はジュールモソJuledmondと呼ばれ  
る。エドキンとジュールを一体にした名前である。そしてゴソクールという名  
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には1es という冠詞がつき，fr主res という字を伴うのが普通である。彼ら自  










































のだろうか？」（65．8．29）。   
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性の結びつきというのは，わたしたちのあいだにあるものを言うのだ一つま  













兄が確固とした計画のもとにこつこつと努力を杭み重ねる勤勉，寡黙な内向   
型，弟は熱狂しやすく能弁で，いささか軽薄な発散型という性格は才能にも現  
われている。グールそソほこんな比較をしている。「ジュールは書いた，駕く  


































（96年）を出したが，浮世絵研究以外にはみるべきものはない。   
伝記作家フォスカは言う。「1870年6月に死んだのがェドモソだったら，生  
き残ったのがジュールだっ たら，と自問するのは不遜だろうか？・‥わたしが思  
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しだいにその内容が拡がり，1789年から1800年までのパリ社会史，さらに十八   
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と，「思想が事実の武装を解き，近代の汝自身を知れg乃∂fカタざ∂α〟わ乃 が民族  
の熟した精神を新しく変え，ハムレットが現われ，心理が生まれ，人間は自分  
自身に耳を傾ける」。こうして歴史家の視点はヒーローからただの人間に，行   
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これが私生活の歴史1’histoireintime である。後世のひとびとが人間の歴史  
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れわれにとって何になるのか？ 古い歴史など聖遺物だ！ しかしシェリ夫人  




















侮録，肉筆書簡である。さらに「一時代には生き残る他の道具，不死の他の記   
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念物がある」と述べ，各時代の芸術作品や手作りの道具などに執着する。各種  
の像，織物，彫刻家ののみ，版画家のビュラソ，建築家のコソパスなどもまた  
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はない，プロソズ像はない，磁器はない！ 産業のなかで芸術が語られること   
はけっしてなかった！」（55．8．28）。「十八世紀を研究すれはするほど，その根  
源と目的が喜びと楽しみだったことがわかる－一われわれの時代の根源と目的  
が金持ちになることと金銭であるように」（61．10．10）「金を通うこと，それが   
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彼らを象徴するのほ何か？ 家族，倹約，有産階級である。もはや集団から生  
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Mathilde Bonaparteと，ジュールの死後エドキンに母親にも亡弟にも較べら  
れる愛情と配慮をよせたドーデー夫人，ジュリアJulia Daudetを例外として，  













に主人の金をくすねたり，借金して回ったり，隠し子まであったという。死因   
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才能，無欠の天才についての恐怖の念がわたしたちの心を捉えた」（8．21）。   
兄弟の生涯に女性の影が映らないわけではない。とくに，発展家であったジ  




ろか，おぞましげに「解剖標本室」と呼んでいる。   
女性に対する軽蔑，嫌悪，呪阻の毒舌にはきりがない。その肉体については，  











ただの繁殖器械machine af昌condationであり，母性愛にしても単に動物的  
愛情とかたづけられる。彼らには妻も母も要らない。「わたしたちのような男  
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かった。十八世紀の女性に親しみ，愛したあまりである」別 と評しているが，  
十九世紀の社会や制度に対するのと同じく，彼らは両時代の女性を対比するこ  
とによって，一方に対してますます傾斜を深め，反動的に他方を嫌悪したので  
ある。   
バダンテール教授は十八世紀女性について，三つの特質を指摘している四。  
第一に彼女らの優雅さ，すなわち良い趣味についての熱狂的な好みである。心  
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向けられていた」。ここで気付くことは，市民階級の女性の本質は，異質の二   
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F．Barri畠re は「デ／；」紙上で，「あまりに細かいことに才能を浪費するとお  
小言」（57．3．16）を言うし，／ミルベイ・ドールゲィリBarbey d’Aurevillyに  
到っては彼らを「文学のベルトラン軍曹」困 ときめつけた。有名な墓荒らしの  
名をあげて，古い事実を暴いて歴史を傷つけた吸血鬼と非難したのである。こ   
の記事に二人は大いに悩み，ジュー ルは「肝臓の痛みが再発し，一時は二度目  
の黄痘を心配した」（57．6．10）ほどだった。彼らのパリ偏重もしはしは指摘さ  
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地方に関する資料の乏しかった当時のことなので，筆を割く気にもならなかっ   
たのだろう。  
すでに述べたように七月王政以来，十八世紀が見なおされ歴史家たちほこぞ  
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はとても理にかなっている。歴史は何によって書かれるのか？ 資料によって  
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である。そして小説の資料とは，人生以外に何があるのか？」（『文学者たち』）  
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いるが，主観的な説明や印象批評の域を出ない。本質的に小説家の彼らにとっ  
ては，科学的な処理とか分析などは手にあまるもので，いきおい文学的歴史に  
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Genとve・Paris，1986，21voIs．（0．C．と略記）。  
Edmond etJules de GONCOURT．“JOURNAL，MEMOZRES DE LA VJE   
LITTERAIRE”，Ed．Robert Laffont，Paris，1956，3voIs．（，．G．と略記）。  
（l）Pr6face de“Chirie”，0・C・tOme4・  
（2）Pr6afce de RobertIくOPP，J・G・，tOmel・  
（3）Pt6face des“Id6es et Sensations”・1966年，『日記』の一部がこの名で出版され   
た。  
（4）ェドモソののちに二人の女児が生まれている。一人は23年生のエミリーEmilieで   
32年のコレラで天折，他は生後すく－に死亡したらしい。  
（5）“ん沼れ＝仁む旭ねfh喝”，（49．9．29），0．C．tome13．  
（6）「でも職業の選択について，はくが優柔不断だと思わないでください。はくは何も   
しないことに決めたのです」。“Lettre a E．Chevalier．（39．2．24）”（Euvres Cbm－   
Pl∂tes de GusLave FL，AUBERT”tome12，Club del’Honnさte Homme，Paris，   
1974．  
（7）Francois FOSCA“EdmondelJules de Goncourt”，Albin Michel，Paris，1941．  
（8）“Les LeEires（n6diles A zoLA”publi6es par P．COGNY，“Les Cahiers   
naturaristes vol．V，1959．  
（9）R6my de GOURMONT“PromenadesLilt‘raires”，Mercure deFrance，Paris，   
1913．  
㈹lPr6face du“Journal”del’6dition de1887．，．G．tomel．  
㈹ Alidor DELZANT“Les Goncourl”，Charpentier，Paris，1889．  
（1う『日記』のジュールの執筆部分－ま，1870年1月12日で終り，引用部は別の紙に背か   
れて貼りつけられている。エドモソの手でほぼ定期的に背きつがれるのは4月8【〕か   
ら。  
㈹ Fosca，Op．Cit．  
㈹ ゴソクール兄弟の歴史番（美術史はのぞく）。   
“〝ねわざrg dβJα5bcf‘′‘′rα〃rαfざgタβ花（ね乃gJα月ゐ∂J〝′わが’，（1854）．“〟iざねi′β   
dgJα5bcf‘f∂′r〃乃rβざgg♪g〃血〝‘Jββブrgcわざrg”，（55）．“5わ♪カig Ar〃0〟Jd”，（57）．  
“月〃勇Ⅶ吏ざiわ止別以F dお．方γ〃J8 5f～cJg”，（ヱgrg 5‘rfg）（57），（2g 5‘rig）（58）．  
“仇ざわ如dβル払rざg・A〝わざ〃β′Jβ”，（58）．“エg5焼かg55g∫deエ〃〝i∫ズy”，（60）  
（78，79年につぎの3分冊で出版された。“エ〃β〝助rり・”，“肋血桝βdgjわ桝♪α（ね〟r”，  
“エαβ〟Cカg∫5g dβCJ‡β～gα〟rβ〝∬g′5β55α〟′∫”）“エ〃ダg肌用gα〟 方m5i～cJg”  
（62）．ェドキン単独の作品‥“MmeSt－Huberty”（82），Mlle clairon”（90），“La   
Guimard”（93）．  
㈹ LADVOCAT“hris oule Livre des．cenlet un”，L‘on CURMER“Les   
FranFaispar eux－m6mes”R．KOPP．op．cit．  
㈹ AJexis TOCQUEVILLE“Ancien R4gime ella RゐoluLion”，1856．  
¢カ Hippolytte TAINE“OriiinesdelaFrance CbntemPolaine”1875～93・   
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㈹“La Maison d’un Arliste”（81），0．C・tOme16・  
89 貨幣流通高（百万フラン）：（1852）261，（60）750，（70）1，554，鉄道旅客（千人），  
（52）13，（69）111，同貨物（千トソ）：（52）3．5，（69）44，蒸気機関（A：陸運，B：   
海風 C：工業器枕）（1850）A：937，B：573，C：5，322，（60）3，101，B：681，   
C：149，361，（70）A：4，835，B：973，C：27，958，百貨店の創立：1e Louvre  
（1855），Printemps（65），1a Samaritaine（69）．  
餌 R．Kopp，Op．Cit．  
ezi）兄弟の母方の叔臥クールモソ夫人N6phtalie de COURMONTは彼ら，とくに   
エドモンの感澗生活に大きな影響を与えた。「しかしわたしが叔母のお陰を装ったの   
は美術趣味だけではない…わたしに文学趣味を伝えたのも彼女である」（92．1．30）。  
鋤“ムグfわ椚欺打のJズl〃〃g5露√Jg”，0．C．tome7．  
鋤「社交界にあるような愛というのは，気紛れの交換と，肉の触れ合いにすぎない」。   
S6bastien CHAMFORT＝Maximes elPensees”．  
朗 Fosca，Op．Cit．  
鱒 Elisabeth BADINTER，Pr6face de“La Femme au dix・huili∂me Si～cle”，   
Flammarion，Paris，1982．  
餉“La Femme au dix－huiE～me Siacle”，0．C．tome7．  
¢カ E．Badinter，Op．Cit．  
幽1848年夏，モソ／くルナッス墓地で女性の死体が暴かれ凌辱された。軍と常察の捜査   
の結果挙げられた犯人は，歩兵軍曹ベルトランで，彼は翌年懲役刑を宜告された。  
鍋「傑出した，学識ゆたかな，創意に富んだ作家（両ゴソクール氏を思いて），は摂政   
時代とルイⅩⅥ世時代をしばしば比較対照した」。Michelet“La R4gence”1863．  
鍋“エβ γeC〝gfJdβ∫ rα♪♪0γ′∫ 5〝γJgg ♪rogr～∫ dβざJg‘Jerざ βg dβぶ ざCig〝Cg5 β乃   
FYanCe”，ins6r6dans“La RaPPorlsurles EEudes historiques”Imprimerie  
imp6riaJe，1867．R．Kopp，Op．Cit．  
糾“Lelire d Flaubert”，（60．6．16），0．C．tome13．  
餉 Andr6BILLY“LesFr～res Goncouri”，Flammarion，Paris，1954．  
銅 Peter BURKE“The French historicalRevoluiibn，The Annales Schoo1  
1929～89”，Polity Press，1990．（大津共作訳，『フラソス歴史学革命』，岩波出店，   
1992．  
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